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平成 19 年度 

諏訪湖クラブ第一回定期大会にお出かけください 

                                            会長 沖野外輝夫 

1月後半から2月にかけての低温で諏訪湖は全面結氷を続け、真っ白な平原となりました。

結氷した諏訪湖の水中は意外に暖かく、結氷していない時よりも生物の生産力は高いことが

故西條八束名古屋大学名誉教授によって報告されています。私も在職時に結氷した諏訪湖の

中心まで、恐る恐る歩いていき、測定してみたことがあります。氷結下の水中は、水温も 4℃

程度で、結氷しないときよりも水温は高く、安定した環境にあります。一般には、結氷した

諏訪湖の中はさぞかし寒いだろうと思うのでしょうが、事実は逆で、冬の生物にとっては過

ごしやすい環境となっています。温暖化防止も表面的な事象に惑わされずに、自然を良く理

解した上で、適切な対処をすることが大切だと思います。 

 ゼロからの出発となる諏訪湖クラブ第一回定期大会をよろしくお願いします。 

 

 

 
二季振り御神渡が出現  
今季は１月上旬まで暖かでしたが、同下旬に

なって急激に冷え込み、25日に全面結氷、30日

に御神渡りが確認され、2 月 2 日には最高約 60

センチのせり上がりとなりました。八剣神社の

宮司・氏子が拝観式を行い、式後同神社で江戸

時代(1683 年）からの「御渡帳」と照らし合わせ

た結果「天候はやや不順だが、作柄は良好で、

世相は不安定だが明るい兆しあり」との御託宣

が発表されました。 
    （2／3 信濃毎日・長野日報各社記事より） 

諏訪湖の白鳥たちの北帰行 
今年は湖面の氷が溶けるのが例年より遅く、春

の訪れ同様、白鳥の旅立ちもやや遅れ気味。それ

でも 3 月ともなると、さすがに寒さも緩み、諏訪湖で

冬を過ごしていた群れも北に帰る季節がやってき

たようです。旅立ちが近づくと、白鳥はモミやパンな

どの給餌（きゅうじ）を食べなくなり、自然にある植

物の根などを食べるようになるそうです。湖面で羽

ばたいたり、隊列を組んで空を舞う姿はとても優美

ですが、厳しい旅に備えての準備なのかもしれま

せん。 

 

               

 

 

 

 

 
 

※御神渡とは？ 
冬期、諏訪湖が全面結氷してから寒気が数日続くと氷の厚さが増し、さらに昼夜の温度差で氷の膨張収縮がくり

返されることによって筋上の氷のせり上げりができる。これを「御神渡り」と呼び、伝説では諏訪神社上社の男神

「建御名方命（ﾀｹﾐﾅｶﾀﾉﾐｺﾄ）」が下社の女神「八坂刀売命（ﾔｻｶﾄﾒﾉﾐｺﾄ）」のもとへ通った道筋といわれている。

NO.２ 

諏訪湖の話題 
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日 時 ： 3 月 23 日（日）10:00～17:00         場 所 ： 諏訪市文化センター 第一集会室 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事紹介  ＜本会には会長、副会長の他に 10名の理事さんがいらっしゃいます。本号より、お二人ずつ自己紹介をお願いしました。まずはこのお二人から！＞ 

 

谷 辰夫 様 （諏訪東京理科大学） 

諏訪では｢御柱｣を経験しない者は、一人前として扱われないと聞かされてこち

らに参りました。私事、前回の｢御柱｣には参加したのですが、日ごろ行動範囲

が狭いことを痛感しておりました。このたび、諏訪湖クラブに入会し多種多彩

な方々とお話しする機会が出来ることを、大変うれしく思っております。『エ

ネルギー・環境』の分野で当クラブが情報発信できるよう、お手伝いさせてい

ただければ幸いと思っております。宜しくお願いいたします。 

  鴨志田 明子 様 （諏訪市） 
諏訪市内でブティックを始めて 30余年、諏訪市まちづくり市民協議会に参加し

ています。諏訪を訪れる友人、知人は『本当に良い所』と云いますが、住んで

いると客観的にまちが見えなくて悪いところばかりが気になります。 風光明

媚、東洋のスイスと謳われたこのまちの視点を変えての良いところ探しをして、

住民の合言葉は「このまちが好き」。住民全体、広域的、他方面的なまちづく

りの大切さを感じて諏訪湖クラブに参加させて頂きました。 

平成 20年度総会次第     定期大会終了後   16:10～16:50     

   1) 会長挨拶 

   2) 議長選出 

   3) 議事   1.平成 19年度 庶務（会員数、事業、広報など）決算予定報告 

        2.平成 20年度 予算・事業 

        3.追加理事の承認 

 

＜平成 19年度第一回定期大会プログラム（予定）＞  
 

10:00 開会挨拶 会長 沖野 外輝夫 

 

10:10～11:40 

   【第１セッション】諏訪湖環境保全研究  座長 沖野 外輝夫 

     1)「諏訪湖の水生植物の現況とヒシの制御」 ······ 花里孝幸（信大・山地研） 

     2)「諏訪湖のワカサギ」 ························ 武居 薫（長野県・水産研） 

     3)「諏訪湖浄化対策としての休耕田の利用」 ······ 戸田任重（信大・理学部） 

 

11:40～13:00  昼食   （各自適宜食事をおとりくださいますようお願いいたします） 

 

13:00～14:30 

 【第 2セッション】諏訪圏のまちづくり  座長 長崎政直 

     1)「匠の町・商いプロジェクト：御田町再生」 

「サイカ」「三角八丁」 ····················· 原 正博 

     2)「上諏訪商店街修景事業」 ···················· 三村昌暉 

     3)「丸高醸造横通りの修景」 ···················· 宮坂平馬 

 

   14:30～16:00 

【第 3セッション】諏訪圏域での新エネルギー活用計画 

     1)上諏訪地域の温泉熱利用の可能性 ·············· 永見 靖（環境省） 

   2)（仮題）地域活性化とバイオマスエネルギー ···· （茅野市再生モデル調査（委）） 

   3)諏訪圏域での新エネルギー活用計画 ············ 谷 辰夫（諏訪理科大） 

→ 大会終了後 引き続き 平成２０年度総会 

お知らせ  その１  
平成 20年度年会費（3,000 円）を当日受付にて徴収させていただきます。 

ご協力のほど よろしくお願いいたします。 

 

 お知らせ  その２  

 昼食は各自適宜おとり下さいますようお願い致しておりますが、お弁当を必要な方は 

実費にてご用意させていただきます。20 日（木）までに事務局：小口まで 

電話（090-5518-4270）あるいは E-mail（h-pochi@gf7.so-net.ne.jp）にて 

お申し込み下さい。 

 

 お知らせ  その３  

 出欠の連絡は特には必要ありません。 

皆様お誘い合わせの上、お気軽にお越しいただければ幸いです。 

 
※ 参加対象 ： 会員に限らずどなたでも結構です。 

ご家族・友人・知人お誘いあわせのうえ奮ってご参加ください 

※ 参 加 費 ： 無 料 

現段階の予定ですので時間

的、内容的に変更する可能

性もございますので、その

点ご了承くださいませ 
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企画・編集・発行   諏訪湖クラブ事務局     〒392-0017 諏訪市城南二丁目 2362 

                    TEL／FAX 0266-58-0490  E-mail e-suwa-info@lake.gr.jp 

 
 

   No.２ 

第 3回 諏訪湖クラブ理事会 議事録 

日 時 ： 平成 20年 2月 17日（日）午前 10時～12時 
場 所 ： NPO 法人スマートレイク事務所 
出席者 ： 沖野・高木・鴨志田・久住・両角・長﨑・宮坂・小口（武）＜順不同 敬称略＞ 
内 容 ：平成 19年度諏訪湖クラブ第一回定期大会および 平成 20年度総会について 

 来年度以降の予定 
  平成 20年 9月頃 第二回定期大会＆平成 19年度決算報告を行う 
  平成 21 年 4 or 5 月 第三回定期大会＆平成 21年度総会を行う  

 平成 19年度定期大会についての詳細 
 平成 20年度事業計画（案） ／ 平成 20年度予算（案） 
 新入会員の承認 
 その他／意見交換                          以上 

朝日新聞刊行１３０周年・森林文化協会創立３０周年記念 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 応募期間  2008 年 1月から 3月末まで ◇ 

選定委員：山田洋次（映画監督）＝委員長、 

あん・まくどなるど（エッセイスト・宮城大学準教授）、 

森本幸裕（京都大学大学院教授）、鶯谷いづみ（東京大学大学院教授）、 

粕谷卓志（朝日新聞編集担当） 

【主催】朝日新聞社／（財）森林文化協会  

【後援】農林水産省、国土交通省、環境省 【協力】里地ネットワーク 

【問い合わせ先】 （財）森林文化協会「にほんの里１００選」事務局 

 

〒１０４－８０１１東京都中央区築地５－３－２朝日新聞東京本社内 

（電話：０３－５５４０－７６８６ E-mail：info@shinrinbunka.com） 

※ 2009 年 1月、朝日新聞などで 100 選が発表されます。 

 ※ 森林文化協会は緑を支援する会員を募集しています。 

(http://www.shinrinbunka.com/) 

にほんの里 100 選 候補地募集       のご紹介 

詳細 HP⇒ http://www.sato100.com/index.html 

人の営みが作った豊かな自然と景観、緑ゆたかな田んぼや里山、 

生き物でにぎわう水辺と海岸など、日々の営みで保たれてきた多彩で美しい

自然と景観、人模様を対象にして「にほんの里」100カ所が選定されます。 

あなたの愛する里山を応募してみませんか？ 

 
多様性の確保 

地球温暖化防止 

自然の持続的 

利用のために 

 

新入会および退会される方々のご紹介です。（理事会での承認待ちの方を含みます） 

新入会の方々  野澤 徹司、薩摩 正、小林 秀年、寺沢 茂、金井 久司、船瀬 芳子、市瀬 章、高木 秀典、 

高木 昭彦、原 尚彦、有賀 メアリー、石神 直樹、笠原 新太郎、轟 寛逸、河西 一彦、 

今井 照代、林 正敏、武居 薫、小林 茂、宮尾 哲雄、八重田 修、古川 康、伊藤 貞彦、 

桑折 千恵子、矢崎 美枝子、比田井 和子、中村 浩則、松本 美枝子、広瀬 博人、 

小口 惚三郎、牧野 勝、平出 義明、小池 志保子、金子ゆかり 

退会される方  石川 文洋                           ＜敬称略・登録順＞ 


